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○　会　議　の　経　過　（初日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。
　御起立をお願いいたします。一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。

　ただいまから平成２４年第４回上毛町議会定例会を開会します。

　これから、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますので、ごらんください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員に、１０番亀頭議員、１１番大山議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　お手元の運営資料をごらんください。

　今期定例会の運営について議会運営委員会に審議をお願いいたしたところ、１２月７日に運営委員会を開催いただき、今期定例会の会期を本日から２１日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。

　お諮りします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日から２１日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から２１日までの１１日間とすることに決定しました。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。

　本定例会に提出された議案は、町長から同意案１件、承認１件、条例案２件、予算案１件、その他３件の計８議案と議員から提出された発議２件の計１０議案であります。
　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。

　本日の会議では、議案を一括上程し、町長提出議案については、提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、同意第３号及び議案第３７号の２議案については本日審議、採決を行い、残りの議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。
　議員から提出された発議第５号及び発議第６号については、提出者の趣旨説明を受け、質疑の後、委員会付託は行わず、最終日に討論、採決を行うことにしたいと思います。
　ここで皆様にお願いいたしますが、本日審議、採決を予定している議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　１２月１４日、１５日に本会議を開催し、一般質問を行う予定です。１４日に一般質問が全部終了すれば、１５日は休会とします。

　１２月１７日を文教・厚生常任委員会、１２月１８日を総務・産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。
　１２月２１日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論、採決を行います。
　ただいま報告しました議会の運営事項につきましては、議会運営委員会で協議し、決定を受けておりますので、御報告いたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席いただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。

　日程第４同意第３号、日程第５議案第３７号、日程第６議案第３８号、日程第７議案第３９号、日程第８議案第４０号、日程第９議案第４１号、日程第１０議案第４２号、日程第１１議案第４３号、以上８件を一括上程します。

　提案理由の説明を求めます。
　町長。

○町長（鶴田忠良君）皆さん、改めて、おはようございます。それでは、ただいまより提案理由の説明をさせていただきます。
　本日ここに平成２４年第４回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ともに御多用の中、万障お繰り合わせの上、御参集をいただき、厚くお礼を申し上げます。

　さて、提案理由の説明を申し上げます前に、一言おわびと御理解をお願い申し上げます。
　このたび、当支所２階、議会側の空調機が故障いたしました。修理を行うため、今議会では緊急措置として議場内を暖房機により対応することといたしました。寒気厳しい折、議員各位には大変な御心労、御不便、御迷惑をおかけすることとなりますが、何とぞよろしく御理解のほどをお願い申し上げます。
　なお、今議会に修繕費を計上し、事務処理を行うことといたしておりますので、あわせて御理解をお願い申し上げます。
　それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。
　今議会に提案いたしております案件は、人事案件１件、専決処分１件、条例案件２件、補正予算１件、その他３件の計８案件であります。
　順次御説明を申し上げます。

　同意３号、上毛町教育委員会委員の任命について。

　今回、１名の教育委員会委員の任期が満了したことに伴い、新たに教育識見を有しております教育委員を任命するため、議会の同意をお願いするものであります。

　議案第３７号、専決処分の承認を求めることについて。

　第４６回衆議院議員総選挙及び第２２回最高裁判所裁判官国民審査が１２月１６日に執行されることに伴い、これらの管理執行経費について一般会計補正予算（第５号）を平成２４年１１月１９日付で専決処分いたしましたので、議会の承認を求めるものであります。

　議案第３８号、上毛町証人等実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について。

　地方自治法の一部改正に伴い、本会議において公聴会の開催及び参考人の招致が可能になったことにより、本条例を改正するものであります。

　議案第３９号、上毛町企業誘致条例の一部を改正する条例について。

　本条例において、今回、新たに自然災害に伴う施設等の復旧を行う場合の奨励措置を行うことを可能とするため、本条例を改正するものであります。

　議案第４０号、平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第６号）でありますが、今回の補正額は２,９８６万８,０００円で、歳入歳出予算の総額を４６億４,９１０万円とするものであります。
　歳出におきましては、まず所要各款におきまして、職員の扶養親族の新規および取り消しの認定が生じたことに伴い、扶養手当、期末勤勉手当等の調整を行うものであります。
　その他の主たるものとして、総務費では、築上東高等学校跡地造成事業関係で、宇野地区水路設計業務委託料、及び開発行為に伴います地質調査業務委託料と、支所２階の空調機器の故障により、修繕費及びガス処理手数料を計上いたしております。
　また、今回、西友枝体験交流センターゆいきららに接続する土地の寄附を受け、所有権移転登記の完了に伴い、施設利用者の利便性を図るために駐車場整備工事費を計上いたしました。
　民生費では、介護予防事業費において、介護予防サービス計画作成件数の増により、介護支援事業委託料等を増額計上、また、平成２３年度介護予防事業費配分金の精算に伴い、返還金を計上いたしております。
　障害者福祉費等重度障害者医療対策費では、これらの事業にかかわる扶助費の所要見込み額の増額に伴い、今回、追加計上を行ったものであります。
　児童措置費では、病後児保育年間延べ利用者数が県の補助金交付要綱に定める人数に達しないため、返還金を計上するものであります。
　農林水産業費では、箱わな等の措置増による獣害対策により、捕獲頭数の増が見込まれますので、報償金の追加を計上、また、二つの集落営農組織の法人化により、町地域水田農業推進協議会に対し、補助金を追加計上するものであります。
　町鳥獣被害防止対策協議会補助金につきましては、本協議会が事業主体となって実施します集落ぐるみ有害鳥獣防止柵設置事業に対し、事業量の増に伴い、追加補助金を計上するものであります。
　林業費では、先般１１月の林道豊築松尾線の開通に伴い、林道用地の早期買収に向け、用地測量事業委託料を計上いたしております。
　商工費では、上毛町企業誘致条例により、ことし４月に進出した企業に対し雇用奨励補助金を計上、また、町が行う企業誘致についての奨励対策として、新たに誘致企業に対し自然災害による施設等の復旧費の一部を助成するため、誘致企業付帯施設等整備費補助金を計上いたしたものであります。
　土木費では、社会資本整備総合交付金事業関係で、東九州自動車道関係でありますが、今回、補助事業費の確定により、予算を組み替え、工事請負費の減額と上毛パーキングエリア・スマートインターチェンジの用地を取得するために土地購入費等を計上いたしております。
　災害復旧費では、さきの九州北部豪雨等により被災した農地及び農業用施設の災害復旧工事費において、国の災害審査が終了し、事業費、事業量の確定により、工事請負費を追加計上いたしております。
　今回の補助財源といたしましては、特定財源では、農地災害復旧事業等の受益者分担金１８１万５,０００円、国庫支出金では、障害者自立支援給付費負担金と社会資本整備費総合交付金で減額の１,１５１万５,０００円、県支出金では、障害者自立支援給付金、農地及び農業施設災害復旧事業費補助金等々の補助金で３,０２３万１,０００円、繰入金では、減額の４９９万円、諸収入では、消防団員退職報奨金として２１万４,０００円、一般財源として地方交付税等で１,４１１万３,０００円を充当いたしております。
　議案第４１号、福岡県市町村災害共済基金組合規約の変更について、議案第４２号、福岡県市町村災害共済基金組合の解散について、議案第４３号、福岡県市町村災害共済組合の解散に伴う財産処分についてでありますが、関連しますので、あわせて説明をさせていただきます。

　福岡県市町村災害共済組合は、災害に関する費用に充てるために県内市町村が互助共済方式により、積立金の事務処理を行ってまいりましたが、国の災害に対する財政支援措置が充実したことに伴い、当組合を解散することについて議会の議決をお願いするものであります。

　議案第４１号は、当組合の解散に伴い、福津市がその解散の事務を継承することの提案、議案第４２号は、当組合の解散の提案、議案第４３号は、当組合の財産処分の提案であり、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決をお願いするものであります。

　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただき、御承認、御可決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議、採決する予定の議案に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いします。

　提案理由に対する総括質疑を行います。

　質疑ありませんか。安元議員。

○６番（安元慶彦君）議案第４１号から４３号までの中で、解散後の事務の継承、承継といいますか、これが福津市になっておるのは、この組合の組合長が福津市の市長の関係なのか。

　それと、ここに財産目録がありますが、本町の場合は二億五千百何がしが載っておりますが、こういうものが後で還ってくるのかどうか、どうでしょうか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）まず、福津市の関係でございますが、議員御指摘のとおり、福津市の市長が組合長ということでございますので、福津市のほうが継承するということでございます。

　それから、財産目録の関係でございますが、この金額が、もし解散ということになれば歳入のほうで計上される予定でございます。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）同じ災害共済基金組合の解散の件ですが、国の支援が充実したと、それで解散するんだという説明がありましたが、実際に、この福岡県で八女地方なんかは甚大な被害を受けています。依然、復旧がおくれているのに、そういう支援が充実しているという状況なのかどうか、その点について、今、町長はどういうお考えをお持ちなのかをお伺いいたします。私は国の支援は十分ではないとまだ考えていますので。

　それと、補正予算の誘致企業の付帯施設等の設備費補助ですが、自然災害の復旧のためということで説明がありましたが、実際、付帯施設、工事内容等、その工事の目的についてお伺いいたします。
　それと、うちの町の条例との関係について、補助金交付の条例との関係について質問をいたします。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）八女市、あるいは大分県の、御存じのように、日田あるいは耶馬渓等に甚大な被害を今回の７月３日あるいは１４日の災害がもたらしたわけでありますが、それに基づく国の緊急災害特別措置等を踏まえ、緊急な場合には国が十分な対策を行うということが決定しておりますので、そのことによって共済基金の積み立てというのはもう必要ないだろうというような判断を当組合が行ったということに基づきまして、議会の皆さん方に御理解いただくということになったというふうに承知しております。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）一般会計の補正予算の件でございますが、これは先ほど町長が説明しましたように、上毛町の企業誘致条例の一部改正に伴いまして予算計上をしているものでございまして、自然災害に伴います施設等の復旧ということで、台風、地震等の自然災害により、施設、付帯施設及び機械機具を復旧することを言うということで、災害を受けたことによりまして、それを原状復旧するための費用を今回計上させていただいております。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）自然災害の災害復旧のためということであります。原状復帰ということで説明がありましたが、実際、具体的にどういう建物がどういう被害を受けたのか、また機械機具があれば、そういうのもちゃんと具体的に説明してほしいと思います。
　それから、災害共済基金組合の解散の件ですが、町長は先ほど、国から十分な支援があるということでありますけども、実際にその対象から外される部分も十分にある、考えられると思うんですよね。そうした場合に、こういう組合で積み立てていたお金で対応するというか、支援していくということもできるんではなかろうかなと思いますので、解散する必要はないんではなかろうかなと思いますが、その点、町長のお考えをお伺いいたします。

○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）先ほど申し上げましたように、重大なる災害が発生した場合は国が対応するということが、今度の九州北部豪雨によりまして明らかになったわけでありますし、その以前から、この問題については国の十分な対応ができるということは、組合の執行機関の中で十分論議はなされておりました。そのことを受けまして、具体的には、北部九州の対策が国によってなされたということがそのあかしであるというふうに思っておりますし、それに充当しない分がもしあるとするならば、それは改めて国あるいは県に当該の市町村が対策をお願いするということで、その部分の対応は十分可能であると判断したと思っております。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）詳細の内容につきましては、先ほど議長のほうから委員会付託というような形で言われておりますので、委員会の中で御説明をさせていただくということで、よろしいでしょうか。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、町長の提案理由に対する質疑を終了します。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１２、発議第５号　上毛町議会会議規則の一部を改正する規則について、及び日程第１３、発議第６号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例についてを一括議題とします。

　提出者に趣旨説明を求めます。

　安元議員。

○６番（安元慶彦君）発議の提出者として第５号及び第６号の趣旨説明を申し上げます。
　まず、発議第５号、上毛町議会会議規則の一部を改正する規則についてです。

　この議案は、別紙のとおり、上毛町議会会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出しております。
　このことにつきましては、地方自治法の一部を改正する法律が平成２４年９月５日に公布されたことに伴いまして、本会議において公聴会の開催及び参考人の招致が可能になったことによる関係規定の整備並びに当該規則の条文中の引用部分について所要の改正を行うものであります。

　現行制度では、公聴会の開催及び参考人の招致については、委員会についてのみ規定されておりましたが、比較的小規模な市町村においては、委員会のみならず本会議においても実質的な論議を行い得るものであることを念頭に、全ての団体において本会議での公聴会の開催、参考人の招致を行えることを明確に位置づけ、議会における住民参画を拡大することとしたものであります。

　また、規則条文の中で、地方自治法からの引用部分についても新旧対照表にありますように変更点が生じましたので、あわせて改正するものであります。

　続いて、発議第６号、上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例についてを説明申し上げます。

　この議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び上毛町議会会議規則第１４条第２項の規定により、提出しております。
　このことにつきましては、先ほどの議案と同様に、地方自治法の一部改正に伴うものであります。

　内容といたしましては、自治法においてこれまで規定されていた委員会に関する規定を簡素化し、委員の選任方法、在任期間等について自治法で定めていた事項を一部削除し、市町村の条例に委任することとなったため、新たに今回条例に規定するものであります。本会議において、具体的には、運営上の面で、従来どおりの扱いでありますが、１項に、議員は少なくとも一つの常任委員になること、２項に、常任委員、議会運営委員は、会期の始めに議会において選任すること、３項に、特別委員は議会において選任し、委員会に付議された事件が議会において審議されている間在任するという規定が追加されたものであります。

　以上で２議案の趣旨説明を終わります。

○議長（坪根秀介君）安元議員の趣旨説明が終わりました。趣旨説明に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、安元議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから、本日審議、採決を行う議案の上程を行います。

　日程第４、同意第３号　上毛町教育委員会委員の任命についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、同意第３号について御説明いたします。

　同意第３号、上毛町教育委員会委員の任命について。

　上毛町教育委員会委員に次の者を任命することについて議会の同意を求める。

　平成２４年１２月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。

　氏名、（コミヤ　ミツノリ）。生年月日、昭和２８年４月９日生まれ。住所、上毛町大字東下５１９番地。

　理由でございます。上毛町教育委員会委員として任命することについて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。

　次のページをお願いいたします。（コミヤ　ミツノリ）氏の履歴書を添付しておりますので、御参考としてごらんいただきたいと思います。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論ありませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は同意３号を反対の立場から討論いたします。
　先ほど、全員協議会で退任される方が元教員で、任命される方が民間の方だということで説明がありました。このことについては評価できることでありますけれども、任命される者の氏名、履歴が、採決の当日、１時間前に提出されましたので、この同意案件に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。ほかにありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり同意することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、同意第３号、上毛町教育委員会委員の任命については原案のとおり同意することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第３７号　専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第５号））を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）議案第３７号について御説明いたします。

　議案第３７号、専決処分の承認を求めることについて。

　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第５号）について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

　平成２４年１２月１１日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　理由でございます。第４６回衆議院議員総選挙及び第２２回最高裁判所裁判官国民審査が執行されることに伴い、管理執行に係る経費について専決処分したものでございます。

　次のページをお願いいたします。専決処分書をつけております。平成２４年１１月１９日付で平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第５号）を専決処分させていただいているところでございます。

　次のページでございます。今回の専決処分につきましては、第１条で歳入歳出予算の総額にそれぞれ５３０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４６億１,９２３万２,０００円とするものでございます。

　まず、歳出でございますが、８ページをお願いいたします。

　２款４項５目衆議院総選挙費で、１節の報酬から１４節の使用料及び賃借料までの選挙事務経費ということで５３０万円を専決処分するものでございます。

　次に６ページの歳入でございますが、今回の財源といたしましては、地方交付税といたしまして５０万円、選挙費委託金ということで、これは７ページでございますが、４８０万円を計上させていただいております。

　以上で説明を終わります。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）一般財源の件についてお伺いしたいわけですけれども、一般財源で５０万円計上しています。築上町と豊前市はたしかここはゼロだったです。それから吉富が８,０００円ではなかったかなと思います。わずかな金です。なぜ上毛町が５０万なのか、その点についてお伺いいたします。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）最終的には、これは全部補助というか、国からの補助金ということでございますが、一般財源、一応５０万円と上げておりますが、歳入欠陥等にならないようにということで事務的に上げさせていただいております。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）歳入欠陥にならないようにということでありますけれども、予算書というのは正確に上げるのが、私は、本来、提案をする以上、それが建前だと思いますが、５０万円、予備的にしているんじゃということであれば、予算計上の上で問題が出ると思いますが。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）国庫支出金ということで４８０万円計上させていただいておりますが、これまだ正式に決定しておりませんので、未確定の部分がございます。そういうことから、５０万円、合わせまして５３０万円ということで、選挙の経費ということで上げさせていただいているということでございます。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。３回目です。

○８番（茂呂孝志君）他の自治体はゼロ、ほとんどゼロという形で予算計上できるわけですが、なぜこの町が５０万円も計上しなくてはならないのかということがちょっとよくわかりませんけれども。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）先ほど答弁したとおりでございます。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。これから討論を行います。

　反対討論ありませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第３７号に反対の立場から討論いたします。
　衆議院選挙に係る費用は全額国が支出するわけであります。それを町の一般財源から５０万円予算計上しているので、この議案に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。ほかにありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

　これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第３７号、専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第５号））は承認することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから議案の委員会付託を行います。

　１２月７日、議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。議会運営資料３ページをごらんください。なお、付託議案の朗読に際しても議案名朗読は省略します。

　議案第３８号、議案第３９号、議案第４０号（所管分）、議案第４１号、議案第４２号、議案第４３号の６件は総務・産業・建設常任委員会へ、議案第４０号（所管分）は文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託いたしたいと思います。あわせて、発議第５号、発議第６号については、会議規則第３９条第３項の規定により、付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。

　続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りいたします。

　運営資料５ページ、委員会日程表（案）をごらんください。

　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程案のとおりに決定したいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。したがって、常任委員会の開催日は、運営資料委員会日程表のとおり開催することに決定しました。

　以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

　本日はこれにて散会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午前１０時３６分

　　　平成２４年１２月１１日
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